
目

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
動
き

次

Ｎ
Ｔ
Ｔ
再
編
成
法
案
国
会
を
通
過

平
成
八
年
度
決
算

今
年
も
サ
ン
ク
ス
フ
ェ
ア
実
施
中

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ

ル
ー
プ
カ
ー
ド

・
受
付
開
始

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
写
真
大
募
集

お
知
ら
せ

年
金
情
報

人
生
さ
ま
ざ
ま

・
後
半
生
を
生
き
る

健
康
の
ペ
ー
ジ

（Ｎ
Ｔ
Ｔ
松
山
病
院
総
婦
長
）

私
は
今

テ

ル
ウ

ェ
ル
だ
よ
り

多
彩
な
行
事
を
各
地
で

Ｎ

Ｔ

Ｔ

Ｏ

Ｂ

セ

ン

タ

軌

道

に
乗

る

サ
ー
ク

ル
だ
よ
り

。
ひ
ろ
ば

Ｊ

有

。
月

初

…

…

…

…

．

敬

弔
表
紙
の
言
葉

編
集
後
記

15 15 15 15 14 12 12 12  8  7  6  5  4  3  2  2
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
再
編
成
法
案
国
会
を
通
過

去
る
五
月
二
二
日
、
衆
議
院
で
可
決

・
成
立

し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
再
編
成
に
伴
う
関
連
二
法

（Ｎ
Ｔ

Ｔ
法
、
電
気
通
信
事
業
法
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
法
）
の
改

正
案
は
、
五
月
二
〇
日
、
参
議
院

に
提
出
さ
れ
、

六
月

一
三
日
、
参
議
院
本
会
議
で
可
決

。
成
立

し
ま
し
た
。

こ
れ
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
再
編
成
を
待
た
ず

に
国

際
通
信
会
社

へ
の
出
資
を
通
じ
て
、
宿
願
の
国

際
通
信
分
野
に
進
出
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

世
界
の
通
信
事
業
者
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
、

大
競
争
時
代
を
勝
ち
抜
く
た
め
の
条
件
が
整
備

さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

別
図
と
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
会
社
法
改
正
案
の
概

要
を
掲
載
し
ま
し
た
。
ご
参
照
下
さ
い
。

［― ―

墨

酔

敵
鼈

「

副

刊

ヨ

○
平
成
八
年
度
決
算

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
二
月
二
三
日
、
平
成
八
年
度
の

決
算
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
営
業
収
益
面
で
は
、

ダ
イ
ヤ
ル
通
話
料
な
ど
の
値
下
げ
や
ア
ク
セ
ス

チ
ャ
ー
ジ
な
ど
の
改
定

の
影
響
は
あ

っ
た
も
の

の
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
普
及

。
発
展
に
見
ら
れ

る
よ
う
な
、　
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
通
信
に
対
す
る
需

要
の
拡
大
と
い
う
事
業
環
境
と
、
営
業
努
力
に

よ
る
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
、
専
用
線
収
入
な
ど
の

マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ァ
関
連
収
入
の
増
大

に
よ
り
、
六
兆
二

千
七

一
二
億
円

（対
前
期
比

一
千
三
六
五
億
円
、

二

・
二
％
増
）
と
三
期
連
続

の
増
収
で
す
。

営
業
費
用
面
で
は
、
デ
ィ
ジ
タ
ル
化

・
光

フ
γ

ァ
イ
バ
ー
化
の
推
進
や
、
増
収
を
支
え
る
費
用

の
増
加
な
ど
は
あ
り
ま
す
が
、
人
員
削
減
の
効

果
に
よ
る
人
件
費
の
減
少
な
ど
も
あ
り
、
全
体

と
し
て
は
、
五
兆
八
千
九
二
九
億
円

（対
前
期

比
九
九
二
億
円
、
．
一
・
七
％
増
）
と
低
い
伸
び

に
止
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
結
果
、
経
常
利
益
は
、
当
初
見
込
み
を

は
る
か
に
超
え
て
、
三
千
六
五
九
億
円

（対
前

期
比
三
七
〇
億
円
、　
一
一
上
二
％
増
）
と
な
り
、

三
期
連
続
の
増
益
で
す
。

○
次
期
の
業
績
予
想

平
成
九
年
度
事
業
計
画
は
、
前
号
で
お
知
ら

せ
し
た
と
こ
ろ
、て
す
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
てヽ
は
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
関
連
業
務
の
事
業
化
を
織
り
込
み
、

営
業
収
益
六
兆
四
千
五
九
〇
億
円

（対
当
期
比

一
。
四
％
増
）
、
経
常
利
益
三
千
八
七
〇
億
円

（対
当
期
比
五

・
七
％
増
）
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
○
平
成
八
年
度
連
結
決
算

当
期
の
連
結
決
算
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ

ー
タ
通
信
い
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
移
動
通
信
網
会
社
九
社
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
パ
ー
ソ
ナ
ル
通
信
網
会
社
九
社
、
不
動

産
開
発
会
社
六
社
、
い
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

ー
ズ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
テ
レ
コ
ム
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ

会
社

一
二
社
及
び
綴
Ｎ
Ｔ
Ｔ
テ
レ
カ
の
計
二
九

社
を
連
結
子
会
社
と
し
て
実
施
さ
れ
、
売
上
高

は
、
八
兆
八
千
二

一
七
億
円

（前
期
比
九
千

一

三
二
億
円
、　
一
一
・
五
％
増
）
、
経
常
利
益
は
、

四
千
四
四
五
億
円

（前
期
比
五
八
八
億
円
、　
一

五

・
二
％
増
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
サ
ン
ク
ス
フ
ェ
ア
実
施
中

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
六
月

一
日
か
ら
七
月
三

一
日

ま
で

の
期
間
、
夏

の
サ
ン
ク
ス
フ
ェ
ア
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

期
間
中
に
Ｉ
Ｎ
Ｓ
ネ

ッ
ト
６４

へ
加
入
さ
れ
た

り
、
ホ
ー
ム
フ
ァ
ク
ス
等
を
御
買
上
頂
く
と
、

素
敵
な

エ
ン
ジ

ョ
イ
サ

マ
ー
グ

ッ
ズ
が
抽
選
に

よ
り
当
た
る
特
典
等
が
ご
ざ

い
ま
す
。

こ
の
機
会

に
、
是
非
、
ご
検
討
下
さ
い
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
は
、
局
番
な
し
の

「
一
一
六

番
」
ま
た
は
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
支
店

。
営
業

所
の
窓
ロ
ヘ
お
願
い
致
し
ま
す
。

Ｎ
丁
Ｔ
グ
ル
ー
プ
カ
ー
ド

・
受
付
開
始

Ｎ
Ｔ
Ｔ
リ
ー
ス
い
は
、
今
ま
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ

ル
ー
プ
社
員
向
け
に
実
施
し
て
い
た
ク
レ
ジ

ッ

ト
カ
ー
ド
事
業
を
、
五
月

一
九
日
か
ら

一
般
市

場
向
け
に
改
め

（Ｏ
Ｂ
も
利
用
可
）
、

「
Ｎ
Ｔ

Ｔ
グ

ル
ー
プ
カ
ー
ド
」
の
発
行

（受
付
）
を
開

始
し
ま
し
た
。

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ

ル
ー
プ
カ
ー
ド
」
に
は
、

「
Ｎ

Ｔ
Ｔ
グ

ル
ー
プ

ハ
ウ
ス
カ
ー
ド
」
と

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ

グ

ル
ー
プ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
カ
ー
ド
」
が
あ
り
、
入
会

す
る
際

に
希
望
す
る
カ
ー
ド
種
別
を
選
択
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、　
ハ
ウ
ス
カ
ー
ド
は
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
加
盟
店

に
お
い
て
、
ま
た
、
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
カ

ー
ド
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
加
盟
店
並
び

に
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
加

盟
店
に
お
い
て
利
用
で
き
る
仕
組
み
に
な

っ
て

い
ま
す
。

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
加
盟
店

の
ご
利
用
法
に
つ
い
て
は
、

既
に
ご
承
知
の
方
も
多

い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
加
盟
店
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
と
、
電

話
機
や

フ
ァ
ク
ス
等
通
信
機
器
の
購
入
代
金
、

電
話
の
新
規
申
込
み
に
関
す
る
費
用
、
月
々
の

電
話
料
金
、
更
に
は
Ｐ
Ｈ
Ｓ
等
の
利
用
料
金
が

カ
ー
ド
で
支
払
い
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
お
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
加
盟
店

の
範
囲
は
、
今
後
、

順
次
拡
大
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
特
典
と
し
て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
市
外
通
話
料
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）

金
割
引
サ
ー
ビ
ス

（市
外
通
話
料
金
の
合
計
が
、

三
千
円
以
上
の
場
合
は
二
〇
％
。
三
千
円
未
満

で
は

一
六
％
）
と
か
、
二
年
間
年
会
費
無
料
と

か
、
そ
れ
に
、
入
会
金
も
必
要
な
い
と
い

っ
た
、

Ｏ
Ｂ
に
も
魅
力
あ
る
中
身
と
な

っ
て
い
ま
す
。

是
非
、
ご
検
討
下
さ
い
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
込
み
は
左
記

へ
お
預

い
致
し
ま
す
。

。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
リ
ー
ス
株
式
会
社

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ

ル
ー
プ
カ
ー
ド
事
蓄
詈

ａ
〇

一
・
戸
γ
，
０
八
四
七
八
九

（無
料
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
写
真
大
募
集

「
撮

っ
て
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
合
言
葉
に

な

っ
て
い
る
、
社
会
貢
献
推
進
室
主
催
の
第
四

回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
写
真
募
集
の
時
期
と
な

り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
八
東
幸
信
氏

（松
山
市
）
と
新
川

要
氏

（阿
南
市
）
が
入
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ

ル
ー
プ
の
社
員
、
Ｏ
Ｂ

並
び
に
そ
の
家
族
が
参
加
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
写
真
に
撮

っ
て
応
募
し
て
下
さ
い
。

▽
応
募
期
間

七
月

一
日
か
ら
九
月
二
四
日

▽
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｔ
Ｔ
総
務
部
　
社
会
貢
献
推
進
室

容
〇
二
―
五
三
五
九
―
二

一
五
五

▽
応
募
方
法
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各

県
の
事
務
局

へ
、
応
募
用
紙
兼
用
の
チ
ラ
シ
を

置
い
て
お
き
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。

▽
関
連
し
て
、
第
三
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
写

真
展
が
、
阿
波
池
田
支
店
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

入
賞
作
品
二
〇
余
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
近
く
の
方
は
ご
覧
下
さ
い
。　
一
一
月

一
七
日

か
ら
二
八
日
ま
で
で
す
。

(別図 )

NTTの 再編成法案の概要

NTT再 編成法案 (NTT会 社法改lL案 )については、 3月 14日 に直蓑■ :三 後、今
通常国会に提出された。その概要は以下の通り。

長距離会社、東西地域会社を100%出 資の子会社として設立 c

持株会社は地域会社による電話役務の確実な提供を図る。

電気通信の基盤的研究開発の推進・成果の普及。

地域会社に対する必要な助言・援助等を行う。

(純粋民間会社 )

・地域電気通信事業の経営。

東日本 (北海道、東北、関東、東京、信越 )

西日本 (東海、北陸、関西、中国、四国、九州、沖縄)

。電話役務のあまねく日本全国における安定的な供給を確保。

‖
回
はNTT会社法の適用範囲 =

現NTTは 解散することなく純粋持株会社としてそのまま存続
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第

二
六
回
四
国
地
方
本
部
総
会
を
開
催

五
月
の
各
県
支
部
の
総
会
も
終
わ
り
ま
し
た

が
、
電
友
会
四
国
地
方
本
部
で
は
、
去
る
四
月

二
四
日
、
第
二
六
回
総
会
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
プ
ラ
ザ
松

山
に
於
い
て
開
会
し
ま
し
た
。

出
席
者
は
、
各
県
支
部
の
代
議
員

（
五

一
名
）

及
び
当
会
顧
間
の
吉
岡
Ｎ
Ｔ
Ｔ
取
締
役
四
国
支

社
長
、
青
木
テ
ル
ウ

ェ
ル
四
国
支
部
長
、
山
下

四
国
友
愛
会
長
、
六
卓
前
電
友
会
四
国
地
方
本

部
長
並
び
に
電
友
会
本
部

の
木
村
事
務
局
長
で

し
た
。
（役
員
と
事
務
局
を
除
く
）

会
議
は
、
物
故
会
員

（平
成
八
年
度
は
五
八

名
）
に
対
す
る
黙
幅

に
始
ま
り
、
西
本
四
国
地

方
本
部
長
の
挨
拶

の
後
、
吉
岡
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
支

社
長
、
青
木
テ
ル
ウ

ェ
ル
四
国
支
部
長
か
ら
ご

祝
辞
を
頂
き
、
電
友
会
本
部
の
木
村
事
務
局
長

か
ら
は
、

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時
代
に
向
け
、
Ｏ

Ｂ
も
遅
れ
を
と
ら
な
い
よ
う
、
常
に
関
心
を
も

ち
続
け
る
こ
と
が
大
切
と
い
っ
た
お
話
等
を
伺

っ
て
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

議
事
は
、
愛
媛
の
林
代
議
員
を
議
長
と
し
、

加
藤
副
本
部
長
に
よ
る
平
成
八
年
度
事
業
報
告
、

中
井
理
事
に
よ
る
同
収
支
決
算
報
告
、
中
藤
会

計
監
事
に
よ
る
同
会
計
監
査
報
告
の
順
で
進
め

，つ
れ
Ｉ
ま
‐し
一た
。

承
認
さ
れ
た
二
攻

‐‐、
平
更
収
支
計
算
書
は
刊

表
の
通
り
で
す
＾

ま
た
、
続

い
て
承
認

さ
れ
た

Ｉ
三
更
〓
事
業

計
画
は
概
ね
次
の
通
り
で

，
ｃ
会
員
の
皆
一，
に

よ
る

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
＾

▼
本
年
度
は
、
電
友
会
が
発
足
し
て
八
年
目
の

年
に
な
り
ま
す
。
会
員
数
は
四
国
で
四
千
人
を
、

）

全
国
で
は
八
万
七
千
人
を
超
え
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
今
年
度
も
会
員
の
総
力
を
結

集
し
て
、
当
会

の
日
的
達
成
に
向
け
、
以
下
の

施
策
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

一
　

厚
生
年
金
や
年
金
受
給
者
に
係
わ
る
税
制

等
の
改
善

に
つ
い
て
は
、
陳
情
活
動
を
継
続

し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
厚
生
年
金

へ
の

移
行
に
伴
う
諸
問
題
等
に
つ
い
て
は
、
会
報

等
を
通
じ
て
周
知
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

一
一　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
に
対
し
て
は
、
次
に
よ
る
協
力

体
制
確
立
し
、
会
員
に
よ
る
支
援
活
動
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
再
編
問
題
に

つ
い
て
は
、
会
報

等
を
利
用
し
て
会
員

へ
の
周
知
を
図
り
、
支

援
体
制
の
強
化
に
努
め
る
。

。
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ァ
戦
略

に
遅
れ

を
と
ら
な
い
た
め
に
も
、
事
務
局
や
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン
に
設
置
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
て
、

会
員
の
体
験
学
習
等
を
企
画
す
る
。

・
　

役
員
等
に
よ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
支
社
、
支
店

及
び
営
業
所
と
の
連
絡
体
制
を
強
化
す
る
。

。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
シ

ェ
ア
拡
大

に
協
力
す
る
た
め
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
が
扱
う
商
品
の
販
売
、
取
次
ぎ
等

に
全
会
員
が
取
り
組
む
。

。
　

会
員
の
各
地
区
に
お
け
る
活
動
状
況
を
調

査
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
支
店
及
び
営
業
所
と
の

連
携
強
化
に
活
用
す
る
。

〓
一　
未
加
入
者

（特

に
女
性
）
に
つ
い
て
は
会

組
織

の
Ｐ
Ｒ
等
に
努
め
、
繰
り
返
し
加
入
勧

奨
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

四
　
地
域
社
会

に
お
い
て
、
地
域
振
興
、
社
会

福
祉
、
環
境
保
護

・
美
化
、
教
育

。
文
化
振

興
等
の
奉
仕
活
動
を
、
長
年
に
わ
た
り
実
践

し
て
い
る
会
員
に
つ
い
て
は
、　
ど
嘔
友
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賞
」
候
補
と
し
て
本
部

ヘ

推
薦
す
る
な
ど
、
そ
の
顕
彰
に
努
め
ま
す
。

五
　
会
員
相
互
の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場

と
な
る

一
西
国
電
友
会
会
報
」
に
つ
い
て
は
、

編
集
委
員
会
を
開
催
し
、
引
き
続
き
内
容

の

充
実

。
多
彩
化
に
努
め
ま
す
。

(別表)平成 8年度収支計算書
一般会計               (単 位 :円 )

収 入 の 部

科  目 金  額 事

28,820

===´
、 773,400 支部より

1.369,000 総会費、会報費、名簿

費の補助

4,819,220 本部よりの人件費、運
営補助費等

=■
を■全| 90,000

祝い金

広告収入 1,090,000 29社

利息収入

その他の収入 950,000 調査請負、本部よりの

傷害保険協力費

詈 二三 二
:

0

合  計 9,121,445

支 出 の 部

科   目 事

事業費 会報費、名簿費、米寿
祝い金

会議費
筆曇言会李誓塚言貪基
議、地方理事会・編集
委員会等

事務費 3 624,879 ■ T、 :三 言1責 、1::i責

=■ 書  ==・ t■

会費等支出 I三 、:だ言■
=責

その他の支出 支部への傷害保険協力
費等

基金積立金
(特別基金へ )

250,000 記念号(100号 )発行資
金として

支 出 計 9,111,459

次期繰越金 9,986

合   計 9,121,445

◎特別基金の額は、1,314,446円 です。
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な
お
、
平
成
九
年

一
〇
月
に
は
、
六
〓

ヘ

ー
ジ
程
度
の
記
念
号

（
一
Ｃ
Ｃ
号
）
を
発
行

し
て
、
会
員
相
互
の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と

と
し
ま
す
。

エハ
　
電
気
通
信
共
済
会
が
行
う
各
種
の
福
祉
活

動
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う

勧
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
状
況
の
周
知

等
に
努
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

終
わ
り
に
、
本
総
会
を
も

っ
て
、
六
年
間
、

副
本
部
長
等
を
務
め
て
頂
き
ま
し
た
加
藤
省
三

氏
が
退
任
さ
れ
、
後
任

の
副
本
部
長
に
理
事
の

中
井
正
明
氏
が
、
当
日
の
理
事
会
で
選
任
さ
れ

て
お
り
ま
す

こ
と
を
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

会
員
名
簿
に
つ
い
て

今
年
も
七
月
か
ら
、
会
員
名
簿

の
加
除

・
訂

正
等
の
作
業
に
か
か
り
ま
す
。
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
等
、
掲
載
内
容
に
不
備
な
点
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
早
め
に
各
県
支
部
の
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

電
友
会

へ
の
加
入
勧
奨
に
つ
い
て

現
在
、
四
国
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
者
数

（年
金
受

給
者
数
）
は
約
七
千
名

（内
女
性
が
三
千
名
）

で
、
平
成
八
年
度
末
の
会
員
数
は
四
千
三
七
名

で
す
。
概
ね
六
〇
％
の
方
が
当
会
に
入
会
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
男
女
の
加
入
率
を
比
べ
て
み
ま
す
と
、

男
性
約
八
〇
％
、
女
性
約
二
〇
％
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

会
員
名
簿
作
成
の
時
期
で
も
あ
り
ま
す
し
、

皆
様
の
周
辺
の
方
で
、
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な

い
方

（特
に
女
性
）
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
電

友
会

へ
の
加
入
を
お
勧
め
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

Ｌ
蝙

②
保
険
料
率
等

（前
号
の
続
き
）

年
金
保
険
事
業
に
係
わ
る

一
元
化
後
の
保
険

料
率
は
、
移
行
前

（長
期
経
理
）
は

一
七

・

二

一
％

（労
使
折
半
で
八

・
六
〇
五
％
）
。

移
行
後

（Ｎ
Ｔ
Ｔ
厚
生
年
金
基
金
を
含
む
）

は

一
九

・
〇
五
％

（事
業
主
九

・
八
七
五
％
、

従
業
員
九

。
一
七
五
％
）
。

（医
療
保
険

・
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
省
略
）

０
給
付
昭
和
三

一
年
七
月
以
後
の
期
間
に
係
わ
る
定

額
部
分
、
報
酬
比
例
部
分
に
つ
い
て
、

「
厚

生
年
金
」
と
し
て
社
会
保
険
庁
が
支
給
。

な
お
、
共
済
年
金
と
厚
生
年
金
の
給
付
要
件

の
主
な
相
違
点
等
は
、
会
報
九
二
号

（平
成

七
年

一
〇
月
）
、
九
三
号

（平
成
八
年

一
月
）

に
掲
載
。

３
Ｎ
Ｔ
Ｔ
厚
生
年
金
基
金
の
設
立

一
元
化
に
よ
る
共
済
年
金
か
ら
厚
生
年
金

ヘ

の
移
行
に
伴

い
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
厚
生
年
金
基
金
を
設

立
し
、
現
行

（
旧
）
の
共
済
年
金
の
職
域
加
算

部
分
相
当
部
分
を
基
本
的

に
踏
襲
し
た
年
金
を

支
給
す
る
。

１１１
適
用
法
人
の
範
囲

Ｎ
Ｔ
Ｔ
厚
生
年
金
基
金
は
、
法
的

に
Ｎ
Ｔ
Ｔ

共
済
年
金
残
資
産
を
継
承
す
る
こ
と
か
ら
、

適
用
法
人
の
範
囲
に
つ
い
て
も
、
共
済
包
摂

の
条
件
を
引
き
継
ぐ
。

以
下
、
現
役
者
が
対
象
と
な
る
関
係
上
、　
一

元
化
関
係
の
情
報
は
、
こ
れ
で

一
応
終
わ
り
と

し
ま
す
。

こ
の
二
年
、
年
金
額
は
据
え
置
か
れ
た
ま
ま

で
す
が
、
消
費
税
率

ア
ッ
プ
に
加
え
て
、
介
護

保
険

の
導
入
、
年
金
制
度
改
革

へ
の
動
き
等
々
、

気
に
な
る

ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
で
す
。
入
手
し
た

情
報
は
、
出
来
る
だ
け
早
く
お
伝
え
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

◇

（
一
四
ぺ
―
ジ
の
続
き
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ

。
Ｏ
Ｂ
軟
式
庭
球
ク
ラ
ブ

藤
野
　
靖
義

（松
山
市
）

去
る
五
月
二
四
日
、
堀
の
内
市
営

テ

ニ
ス
コ

ー
ト
に
於
い
て
、
会
員
六
組
総
当
た
リ
リ
ー
グ

戦
に
よ
る
春
季
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

人
気
が
若
千
不
安
定

（午
後
か
ら
雨
）
で
し

た
が
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
試
さ
ん
と
、
好

プ

レ
ー
、
珍
プ

レ
ー
を
交
え
て
の
熱
戦
を
展
開

し
、
正
午
過
ぎ
に
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

総会風景 1於 :NT丁 プラザ松山 )
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国 電 友 会第99号

Ｍ
さ
ん
の
今

Ｍ
さ
ん
の
年
齢
は
七
五
歳
。
退
職
し
て
も
う

一
八
年
に
な
る
そ
う
で
す
。
住
所
は
、
徳
島
市

の
中
央
部
に
あ
る
徳
島
中
央
公
園
か
ら
東

へ
約

一
・
五
キ
ロ
の
所
に
あ
り
ま
す
。
雨

の
日
も
風
の

日
も
休
ま
ず
、
二
〇
年
近
く
ラ
ジ
オ
体
操
を
続

け
て
い
る
Ｍ
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
ラ
ジ
オ
体
操
を
長
年
続
け
ら
れ
て
い
る
そ

２
て
、
お
会

い
し
て
い
ろ
い
ろ
お
伺
い
し
た
い

の
で
す
が
…
…
…
」
と
電
話
で
お
願
い
す
る
と
、

「
い
つ
で
も
朝
五
時
三
〇
分
に
、
徳
島
中
央
公

園
の
ラ
ジ
オ
塔

の
下

へ
来
て
く
れ
た
ら
会
え
る
」

と
返
事
を
頂
き
、
去
る
五
月
下
旬

の
あ
る
朝
、

指
定
さ
れ
た
場
所

へ
行
き
、
午
前
八
時
三
〇
分

頃
ま
で
Ｍ
さ
ん
に
密
着
し
て
、
生
き
ざ
ま
の

一

端
を
覗
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
体
操
を
始
め
た
の
は
、
退
衰
を

一
三

後

に
控
え
、

「
毎

日
が
自
由
な
日
に
な
´́
た
ら

何
を
し
て
目
を
送
ろ
う
か
」
と
思
案
し
て
い
た

頃
、
友
人
が

「
徳
島
中
央
公
園
で
、
毎
朝
、
多

く
の
人
が
集
ま

っ
て
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
い
る

か
ら
、
そ
の
仲
間
に
入

っ
た
ら
ど
う
か
、
そ
の

う
ち
気
の
合

っ
た
友
達
も
で
き
て
、
変
わ

っ
た

人
生
が
開
け
て
く
る
の
で
は
な
い
か
」
と
、
勧

め
て
く
れ
た
の
が
動
機
に
な

っ
た
と
の
こ
と
で

す
。午
前
五
時
五
〇
分
。　
一
〇
数
名
の
人
が
会
場

に
集
ま

っ
て
来
ま
し
た
。

「
手
づ
く
り
体
操
を
す
る
」
と
言

っ
て
、
Ｍ

さ
ん
は
裸
に
な
り
ま
し
た
。
あ
る
人
が
創
作
し▼

た
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
足
の
先
ま
で
の
要
所
要

所
の
機
能
を
ほ
ぐ
す
体
操
、て
、
創
作
者
が
高
齢

の
た
め
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
出
来
な
く
な
り
、

Ｍ
さ
ん
が
後
継
者
に
選
ば
れ
て
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
体
操
は

一
〇
分
で

終
わ
り
ま
し
た
。

午
前
六
時
二
五
分
。
そ
の
う
ち
人
は
段
々
と

増
え
て
、
見
渡
し
た
と
こ
ろ
百
名
を
超
え
る
老

若
男
女
が
集
ま
り
ま
し
た
。

午
前
六
時
三
〇
分
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
体
操

全
国
放
送
が
始
ま
る
と
、
Ｍ
さ
ん
ほ
か
三
名
の

リ
ー
ダ
ー
で
、
新
緑
燃
え
る
朝
の
清
々
し
い
空

気
を
胸

一
杯
に
吸
い
な
が
ら
、
第

一
続
い
て
第

二
の
ラ
ジ
オ
体
操
が
行
わ
れ
、
爽
快
な
気
分
に

浸

っ
て

一
〇
分
後
に
解
散
し
ま
し
た
。

私
と
Ｍ
さ
ん
の
関
係
を
知

っ
て
い
る
高
齢
の

ご
婦
人
が
、

「
Ｍ
さ
ん
は
、
年
寄
り
の
面
倒
み

が
い
い
。
み
ん
な
に
好
か
れ
こ
こ
の
人
気
者
で
、

こ
の
会

（
ラ
ジ
オ
体
操
愛
好
者
、
約
百
五
〇
名

で
組
織
し
て
い
る
ラ
ジ
オ
体
操
の
会
）
の
幹
事

さ
ん
を
し
て
い
ま
す
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
体
操
が
終
わ

っ
た
後
、
Ｍ
さ
ん
は
、

気
心
の
合

っ
た
人
達
数
人
で
、
公
園
内
の
標
高

約
六
〇
厨
の
城
山

（城
は
な
い
）
へ
登
り
始
め

ま
し
た
。山
の
中
腹
辺
り
で
、
み
ん
な
が
い
っ
せ
い

に
大
き
な
声
を
出
し
て、
フ
ォ
ー
」と
叫
ぶ
と
下
の

方
か
ら
も

「
フ
ォ
ー
」
と
応
え
が
返
っ
て
来
る
、

こ
れ
を
互
い
に
数
回
繰
り
返
し
、
最
後
は

「
あ

り
が
と
う
」
の
言
葉
で
終
わ
り
ま
し
た
。

頂
上
に
登

っ
た
後
は
、
仲
間
の
み
な
さ
ん
と

冗
談
ま
じ
り
の
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
、
反
対

の
道
か
ら
下
り
て
行
き
、
突
然
、

「
こ
れ
か
ら

日
本
舞
踊
を
す
る
」
と
告
げ
ら
れ
、

「
え

っ
ど

こ
で
」
と
思
い
な
が
ら

つ
い
て
行
く
と
、
公
園

の
周
囲
か
ら
丸
見
え
の
休
憩
所
で
足
を
止
め
、

「
こ
こ
が
け
い
古
場
だ
」
と
指
さ
さ
れ
、
既
に

八
五
歳

（後
で
分
か

っ
た
）
の
男
性
が
い
て
、

二
人
だ
け
の
け
い
古
で
し
た
。

用
意
し
て
来
た
ラ
ジ
カ
セ
か
ら
曲
が
流
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
が
扇
を
持

っ
て
舞

い
始
め
る
。
堂
に

入

っ
た
所
作
で
し
た
。

時
々
依
頼
を
受
け
て
、
宴
会

の
席
な
ど
で
披

露
す
る
そ
う
で
す
。
こ
の
日
本
舞
踊
の
け
い
古

が
終
わ

っ
て
、
よ
う
や
く
、

シ
ャ
ツ
に
手
を
通

す
Ｍ

さ
ん
ぃて
し
た
。

最
後
に
健
康
の
秘
訣
を
尋
ね
る
と
、

「
ラ
ジ

オ
体
操
で
す
。
・ス
ン
オ
体
操
が
続
け
ら
れ
る
の

は
、
仲
間
の
み
な
さ
ん
の
お
陰
で
、
こ
れ
か
ら

も
命
あ
る
限
り
続
け
ま
す
」
と
に
こ
や
か
に
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
健
康
は
、
自
分
と
の
闘
い
な
の
だ
」
と
痛

感
し
ま
し
た
。

Ｍ
さ
ん
は
、
地
域
内

の
老
人
会

（約
百
八
〇

名
）
、
町
内
会

（約
二
百
戸
）
の
会
長
も
さ
れ

て
頑
張

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
Ｍ
さ
ん
の
昔
を
知

っ
て
い
る
私
は
、
全
く
別
人
の
よ
う
な
気
が
し

て
、
健
康
に
恵
ま
れ
、
好
き
な
こ
と
に
没
頭
で

き
る
Ｍ
さ
ん
は
幸
せ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

（安
芸
編
集
委
員
記
）

物
故
者
叙
位
叙
勲
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一
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一
一
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一一一
一
一一一一一一

●
）
一

．

・・一・・・一
一
一
一
一一一一
・
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一一一
一
一一一一・一

・一一・・二

一一一．
・一一一´
一一二

一一一一・一

．
一
一
一
一
一・・一・・・．
一
一一一一
・一一一́
一一一一一一一一一一

・二
一
一
一
一・・一・・・一
一
一一一一・・・一一・
一一一一一一一一一

一二
一
十
一
一・・一・・・一　

一一一一・一・一一́
一・一一一一一一一一

一一一
一
一
一
一一事

一
一一一一一・一一一・
一一一一二」一

一
ｔ
■
Ｌ
菫
二
（
笙
寸
卍
打
壼
一
二早

）

浅
井
　
幸
英
様

梶
原
　
重
利
様

山
本
　
水ヽ
清
様

大
和
　
八
朗
様

小
浜
　
一二
郎
様

山
花
増
太
郎
様

鈴
木
　
祥

一
様

西
山
　
重
信
様

小
島
　
　
渡
様
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て

看
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

Ｎ
Ｔ
Ｔ
松
山
病
院
総
婦
長

親
の
不
安
解
消
の
手
段
が
少
な
く
な

っ
て
き
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
当
院

で
は
、
妊
婦
さ
ん
に
対
し
主
体
的
に
分
娩
に
望

め
る
よ
う
、
母
親
教
室
や
両
親
学
級

（夫
立
ち
会

い
分
娩
を
希
望
す
る
人
）
を
開
き
、
き
め
細
か

な
保
健
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。
小
児
科
に
お

い
て
は
乳
児
検
診
を
計
画
的
に
実
施
し
、
健
康

状
態
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
時
代
を
担
う
子
供
た
ち

が
健
や
か
に
育

つ
た
め
の
援
助
も
行

っ
て
い
ま

す
。生
活
様
式
や
食
生
活
の
欧
米
化
な
ど
に
よ
り
、

中
高
年
に
な
る
と
成
人
病
な
ど
の
慢
性
疾
患
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
糖
尿
病
は
全
国
で

五
〇
〇
万
人
の
患
者
さ
ん
が
い
る
と
言
わ
れ
、

こ
の
病
気
は
発
症
初
期
に
は
自
覚
症
状
が
な
い

た
め
、
十
分
な
認
識
が
出
来
て
い
な
い
人
が
い

ま
す
。
当
院
内
科
で
は
、
患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
、
入
院
の
形
態
を
と
り
な
が
ら
出
勤

出
来
る
と
い
う

「
学
習
入
院
」
の
シ
ス
テ
ム
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん

に
対
し
、
看
護
婦
は
個
々
の
看
護
計
画
を
立
て
、

一
人
ひ
と
り
の
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力
を
高
め
る
た

め
に
、
教
育
的
な
働
き
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
今
、

当
院
で
も
年
々
高
齢
者
の
方
の
入
院
が
増
え
て

き
て
お
り
ま
す
。
複
数
の
病
気
を
も

っ
て
入
院

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
退
院
後
も
療
養
が
必
要

と
さ
れ
る
患
者
さ
ん
も
い
ま
す
。
そ
の
た
め
看

護
婦
は
、
退
院
時
に
日
常
生
活
等
の
あ
り
方
に

つ
い
て
具
体
的
な
お
話
を
し
て
、
よ
り
質
の
高

い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
指
導
す
る
と
と
も
に
、

地
域
で
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
住
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
も
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

一
一　
医
療
の
高
度
化
と
看
護
サ
ー
ビ
ス

現
在
、
医
療
現
場
は
目
覚
ま
し
い
発
展
を
と

げ
て
お
り
、
高
度
で
複
雑
な
医
療
に
ふ
さ
わ
し

い
看
護
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

当
院
外
科
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
、
開
腹
し

な
い
で
行
う
腹
腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出
手
術
を
開
始

し
、
多
く
の
実
績
を
上
げ
る
と
と
も
に
、
最
近

で
は
総
胆
管
結
石
の
内
祝
鏡
手
術
も
行

っ
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
高
い
レ
ベ
ル
の
技
術
が
要
求
さ

れ
る
手
術
方
法
で
す
。
こ
の
よ
う
な
高
度
医
療

に
伴
う
看
護
は
、
患
者
さ
ん
の
精
神
的
緊
張
や

不
安
を
緩
和
す
る
働
き
か
け
が
必
要
で
あ
り
、

看
護
婦
も
チ
ー
ム
の

一
員
と
な

っ
て
安
全

に
安

楽
に
治
療
が
行
え
る
よ
う
援
助
し
て
い
ま
す
。

以
上
、
当
院

の

「
看
護
サ
ー
ビ
ス
」
に

つ
い

て

一
部
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
外

に
も
患

者

さ
ん
に
対
す
る
接
遇
や
待
ち
時
間
の
問
題
等
、

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

病
院
を
訪
れ
る
患
者
さ
ん
が
満
足
し
て
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う

「
看
護

の
質
」
向
上
に
む

け
て
、
私
達
看
護
婦

一
同
は
日
々
努
力
を
重
ね

て
お
り
ま
す
。

菅
　
　
福
美

鼈鶉
靱欄瀾螂
爛
％
　
の
権
鉱
蝕
略
¨
い
い
期

し
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
い
て
、

「
質

の
保

証
」
が
重
要
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
社
会
的
傾
向

に

加
え
て
、
人
口
構
造
や
疾
病
構
造
の
変
化
に
よ

り
、
医
療

・
看
護
サ
ー
ビ
ス
も
質
重
視

へ
と
変

わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
そ
の

「
看
護
サ
ー
ビ
ス
」

に

つ
い
て
記
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

皆
様

の
中
で
、
病
気
に
か
か

っ
た
時
、

「
あ

の
病
院
に
は
行
き
た
く
な
い
」
又

「
あ
の
病
院

な
ら
…
…
…
」
と
い
う
よ
う
に
思
わ
れ
た
経
験

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

多
く
の
医
療
機
関
が
あ
る
中
で
、
今
は
患
者

さ
ん
が
病
院
を
選
ぶ
時
代

に
な

っ
て
き
て
い
る

の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
今
、

「
第
二
者
」

に
よ
る
医
療
機
能
の
評
価
が
、
全
国
的

に
展
開

さ
れ
る
体
制
が
整
え
ら
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

の
評
価
の
対
象
と
な

っ
て
い
る

一
つ
に
、

「
看

護
の
適
切
な
提
供
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
。

患
者
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の

ニ
ー
ズ
を
満
た
し
、

適
切
な
看
護
を
よ
り
効
果
的

に
提
供
し
て
い
く

こ
と
が
、

「
看
護
サ
ー
ビ
ス
」
の
基
本
で
す
。

一　

少
子

。
高
齢
化
の
進
展
と
看
護
サ
ー
ビ
ス

少
子
化
、
核
家
族
化
な
ど
の
進
む
中
で
、
母

）
一
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◇
　
尼
寺
　
光
子

　

（徳
島
市
）

退
職
し
て
早

一
二
年
。
最
初
は
中
央
公
民
館

の
水
墨
画
と
竹
人
形
の
サ
ー
ク
ル
に
入
り
、
量

の
濃
淡
の
深
さ
、
竹

の
繊
細
さ
と
色
々
勉
強
に

な
り
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

主
人
も
旅
行
が
好
き
な
の
で
よ
く
出
掛
け
ま

す
。
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
水
上
温
泉

へ
行

っ
た
時
の
事
で
す
。
道
中
、
梅
、
桃
、
杏

の
花
に
出
会

い
、
も
う
夢
心
地
。　
一
路
、
水
上

保
養
所

へ
と
車
を
走
ら
せ
ま
し
た
。
無
事
到
着
．

前
日
の
雪
と
か
で
真

っ
白

の
中

に
浮
か
ん
だ
見

事
な
桜
。
あ
の
感
激
は
今
も
心
に
。
あ
の
桜
に

も
う

一
度
会
い
た
い
。

◇
　
伊
藤

　

一
美

　

（香
川
町
）

退
職
し
て
早
く
も

一
一
年
。
お
蔭
様
で
健
康

に
恵
ま
れ
、
古
希
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。人
権
擁
護
相
談
員
と
し
て
、
諸
Ｉ

の
増
談
に

応
じ
る
と
と
も
に
、
匡
民
の
基

ム
〓

人
竜
■
侵

犯
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
首
に
‐、
竃
〓

想
の
普
及

。
高
揚

に
努
め
て
い
ま
す
こ
ま
た
、

地
域
の
お
世
話
を
若
干
さ
せ
て
頂
き
、
地
域
の

活
性
化
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

趣
味
と
し
て
、
菊
作
り
に
専
念
し
、
高
齢
化

社
会
を
満
喫
し
な
が
ら
、
喜
び
と
感
謝
の
気
持

ち
で
充
実
し
た
日
々
を
送

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
飯
尾
　
克
己

　

（砥
部
町
）

平
成
元
年
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
後
、
電
話
帳
広

告
の
販
売
会
社

（
四
国
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
ア
ド
）

に
勤
務
し
、
昨
年
二
月
に
退
職
し
ま
し
た
。
そ）

の
後

一
年
余
り
に
な
り
ま
す
が
、
無
職
の
生
活

が
よ
う
や
く
定
着
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

私
の
出
身
地
は
東
予
市
で
す
が
、
退
職
後
、

砥
部
町
に
住
ん
で
い
ま
す
。
日
々
特
に
こ
れ
と

い
う
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
下
手
の
横
好

き
で
、
油
絵
を
描
い
た
り
、
借
り
た
畑
で
野
菜

づ
く
り
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は

陶
芸
教
室
で
焼
き
物
を
始
め
て
い
ま
す
。

◇
　
石
本
　
和
雄

　

（高
知
市
）

電
友
会
の
皆
様
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
事

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
、
近
況
を
お

尋
ね
頂
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
は
特
に

病
気
も
せ
ず
、
妻
と
二
人
で
毎
日
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

昭
和
六
二
年
に
職
業
訓
練
所
で
簿
記
と
パ
ソ

コ
ン
を
習
い
、
家
計
簿
や
所
得
税
の
計
算
等
を

し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
親
か
ら
貰

っ
た
若
干

の
土
地
を
ア
パ
ー
ト

（高
知
大
生
用
）
と
銀
行

と
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
貸
し
て
何
と
か
生
活
を

し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
益
々
の
ご
健
康
と
、
ご
発
展
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
　
岡
田
　
敦
通

　

（石
井
町
）

無
為
の
日
暮
ら
し
板
に
つ
き
、
歌
の
文
句
じ

ゃ
な
い
け
れ
ど
、　
一
時
の
流
れ
に
身
を
任
せ
」

送
る
毎
日
自
然
体
。
聞
こ
え
は
と
て
も
優
雅
で

も
、
憐
れ
余
生
の
時
間
帯
。
残
り
の
人
生
ま
だ

長
い
、
何
が
無
く
て
も
ま
ず
健
康
。
そ
れ
に
は

や
っ
ぱ
リ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
。
お
金
も
い
ら
ず
技

い
ら
ず
、
靴
が

一
足
あ
れ
ば
良
い
。
決
め
た
目

標
、　
一
日
五
キ
ロ
。

欲
を
出
さ
ず
に
無
理
も
せ
ず
、
老
い
の
体
を

労
り
つ
、
仲
縮
自
在
の
マ
イ
ペ
ー
ス
。
病
の
沙

汰
も
今
は
な
く
、
先
ず
は
安
泰
あ
り
が
と
う
。

感
謝
の
気
持
ち
今
日
も
ま
た
。

◇
　
岡
林
　

一
男

　

（高
知
市
）

公
社
を
退
職
し
て

一
六
年
。
早
い
も
の
で
す
。

そ
の
間
、
上
司
、
諸
先
輩
方
の
ご
配
慮
で
、

電
通
共
済
会
に
席
を
設
け
て
頂
い
た
り
、
公
衆

電
話
ボ

ッ
ク
ス
の
清
掃
関
係
の
仕
事
を
頂
い
た

り
で
、
お
蔭
様
で
楽
し
く
元
気
に
過
ご
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
平
成
六
年
四
月
以
降
、
仕
事
か

ら
離
れ
、

「
私
は
今
」
余
生
？
の
部
に
入

っ
て

お
り
ま
す
。

今
は
微
力
な
が
ら
人
様
が
喜
ん
で
く
れ
る
お

世
話
を
し
な
が
ら
、
何
で
も
や

っ
て
み
よ
う
と

七
〇
の
手
習
い
で
、
あ
れ
こ
れ
と
挑
戦
し
、
ボ

ケ
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

◇
　
沖
　
　
良
満

　

（宇
和
島
市
）

退
職
し
て
早

一
二
年
。
腰
痛
に
悩
み
な
が
ら

も
、
毎
日
碁
会
所
に
通

っ
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

ま
た
、
宇
和
島
局
Ｏ
Ｂ
仲
間

（
一
〇
人
程
）

と
、
毎
週

一
回

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り
、
毎
年

春
と
秋
に
は
、　
一
泊
二
日
又
は
二
泊
三
日
程
度

の
小
旅
行
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
付
け
て
、
楽
し
く

頑
張

っ
て
生
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
。

◇
　
加
藤
　
　
修

　

（高
松
市
）

朝
八
時
四
〇
分
起
床
。
朝
食
。
そ
れ
か
ら
二

時
間
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
出
発
す
る
。

「老
化

は
足
か
ら
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
歩
く
こ
と

が
私
た
ち
の
美
と
健
康
の
た
め
に
な
り
、
老
化

を
防
ぐ
の
に
役
立

っ
て
い
る
の
で
す
。
皆
さ
ん

に
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
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最
初
か
ら
長
時
間
歩
く
と
疲
れ
て
長
続
き
し

な
く
な
り
ま
す
。
先
ず
は
二
〇
分
位
か
ら
、
疲

れ
を
感
じ
な
け
れ
ば
次
の
目
は
時
間
を
増
し
、

毎
日
少
し
づ

つ
体
調
に
合
わ
せ
て
増
し
て
行
き

ま
し

ょ
う
。
何
も
考
え
ず

に
自
然
を
楽
し
み
な

が
ら
、
ゆ

っ
く
り
と
歩
く
こ
と
を
毎
日
続
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

◇
　
一立
井
喜
久
男

　

⌒観
音
寺
市
）

六

一
年
に
退
職
し
て

一
一
年
に
な
り
ま

す
こ

庶
務
課
長
よ
り
、
共
済
会
職
員
と
し
て
こ
の

ま
ま
職
務
を
続
け
て
く
れ
な
い
か
と
言
わ
れ
て
、

共
済
会
で
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
し
た
お
り
、

二
女
の
出
産
と
母
の
看
護
が
重
な
り
、
二
年
六

ヵ
月
で
共
済
会
を
退
職
し
ま
し
た
。
今
は
妻
と

二
人
で
田
二

一
ア
ー
ル
を
耕
作
し
、
共
済
部
長

や

一
ノ
谷
上
地
改
良
区
総
代
を
務
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
康
管
理
の
た
め
、
思
い
き
リ
テ
レ

ビ
を
見
た
り
、
毎

日
、
往
復
三
ｍ
、
散
歩
し
て

い
ま
す
。◇

　
里
（岩
　
栄
子

　

（宿
毛
市
）

皆
様
お
元
気
で
す
か
。
早
い
も
の
で
退
職
し

て
五
年
目
に
な
り
ま
す
。

孫

の
世
話
で
忙
し
い
毎
日
で
し
た
が
、
上
が

一
年
生
で
下
が
保
育
園
の
年
中
に
な
り
ま
し
た

０
て
、
少
し
は
手
が
か
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

朝
、
・ス
ン
オ
体
操
し
、
朝
食
を
済
ま
せ
た
ら

主
人
と
二
人
で
ジ

ョ
ギ

ン
グ
し
て
、
そ
れ
か
ら

畑

へ
。
野
菜
作
り
に
励
ん
で

い
ま
す
。
野
菜
の

世
話
も
な
か
な
か
骨
が
折
れ
ま
す
。
虫
に
好
か

れ
て
無
農
薬
は
大
変
で
す
。

ま
た
、
夕
食
を
済
ま
せ
て
二
人
で
ジ

ョ
ギ

ン

グ
。
健
康
の
た
め
に
と
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
佐
藤
　
昭
子

　

（鴨
島
町
）

月
日
の
経

つ
の
は
走
馬
燈
の
ご
と
く
と
言
い

ま
す
が
、
本
当
に
早
い
も
の
で
、
退
職
し
て
早

一
三
年
に
な
り
ま
す
。

五
年
前
、
乳
ガ
ン
の
手
術
を
し
、
早
期
発
見

で
し
た
の
で
、
今
は
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

退
職
後
は
水
墨
の
お
稽
古
、
地
区
の
婦
人
会

や
老
人
会
の
お
世
話
等
を
し
な
が
ら
、
旅
行
や

皇
居
奉
仕
団
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
楽
し
い

一

〇
年
間
で
し
た
。

三
年
前
か
ら
は
孫
が
生
ま
れ
、
三
才
と

一
才

の
二
人
の
孫
の
子
守
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
す
。

孫
は
可
愛
い
で
す
。

「
バ
ア
チ
ャ
ン
・
バ
ア
チ

ャ
ン
」
と
慕
わ
れ
、
元
気
に
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
斉
藤
　
照
和

　

（丸
亀
市
）

下
手
の
横
好
き
の
ゴ
ル
フ
を
、
月
に
二
、
三

回
。
間
に
趣
味
の
潮
千
狩
り
、
退
職
者
労
金
友

の
会
の
日
帰
り
、　
一
、
二
泊
の
旅
行
の
計
画
と

推
進
。
故
先
輩
Ｏ
Ｂ
の
好
意
に
よ
る

「
Ｏ
Ｂ
ふ

れ
あ
い
農
園

（亀
友
会
）
」
の
畑
の
手
入
れ
。

毎
週
火
曜
日
は
、
丸
亀
支
店
に
集
ま
る
Ｏ
Ｂ

の
会
。
月

一
、
二
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。

自
ら
の
健
康
管
理
は
、
月
五
、
六
回
の
体
肝

日
と
し
て
、
臨
時
の
宿
直
勤
務
も
頑
張

っ
て
い

ま
す
。
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
、
世
の
中
を
変
え
よ
う
な
ん
て

思

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
健
康
管
理
に
、
各
行
事

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
　
椎
野
　
昭
業

　

（高
知
市
）

登
山
は
三
嶺

一
八
九
二
房
。
西
熊
か
ら
頂
上

ま
で
三
時
間
。
立
て
看
板
に

「感
激
な
き
人
生

は
空
虚
也
」
と
。
縦
走
し
て
天
狗
塚
、
お
亀
岩

へ
は
行
程
五
時
間
。
山
小
屋
あ
り
。
ま
た
大
栃

か
ら
桔
佐
古
経
由
、
大

国
寺
あ
り
。
そ
こ
の
大

杉
、
直
径
三
肝
五
〇
に
感
動
。
永
瀬
ダ
ム
か
ら

轟
の
滝

へ
、
三
段
で
四
季
良
し
。
滝

の
流
音
天

地
に
尋
く
神
秘
こ
の
上
な
し
。

何
で
も
作

っ
て
見
る
。
流
木
で
手
を
加
え
ず

に
自
然

の
芸
術
を
楽
し
む
。
釣
り
好
き
は
タ
ラ

の
木
で
浮
き
作
り
。
自
在
鉤
も
面
白

い
。
石
も

又
然
り
。
山
城
町
の
障
界
の
珍
石
も
楽
し
。

◇
　
田
中
　
義

一
　

（宇
和
町
）

平
成
二
年
に
退
職
し
た
と
き
、
あ
れ
も

こ
れ

も
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
何
も
で
き
ず
。
親
か

ら
の
店
で
、
息
子
に
ボ
ケ
防
止
と
健
康

の
た
め

に
と
上
手
に
手
伝
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

退
職
を
待

っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
町
の
社
会

教
育
委
員
、
地
域
の
区
長
、
神
社
総
代
等
々
、

否
応
な
し
に
仰
せ

つ
か
り
務
め
て
い
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。

趣
味
は
庭
木
の
剪
定

⌒
日
本
園
芸
協
会
、
庭

園
技
能
受
講
）
、
猫

の
額
程
の
家
庭
菜
園
、
そ

れ
に
囲
碁
。
夫
婦
及
び
グ

ル
ー
プ
旅
行
は
年
に

五
回
。
在
職
時
と
は
違

っ
て
大
き
な
顔
で
楽
し

ん
で

い
ま
す
。

◇
　
一局
国
　
　
茂

　

（高
松
市
）

退
職
後
、
ボ
ケ
防
止
に
と
思

っ
て
習
い
始
め

た
尺
八
も
、
七
年
日
に
や

っ
と
指
南
免
許
を
頂

い
て
、
枯
れ
木
も
山

の
賑
わ

い
で
、
時
々
演
奏

会

に
も
出
演
を
さ
せ
て
頂
く
よ
う
に
な

っ
た
。

ま
た
、
停
年
後
の
人
生
を
有
意
義

に
過
ご
す

た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
の
参
加
、
ゴ

ル
フ

の
コ
ン
ペ
、
俳
画
、
歩
く
会
、
暇
を
見
て
は
Ｎ

Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン

「
玉
藻
「

て
ヘ
ボ
碁
を
囲
ん

だ
り
、
家
庭
菜
園
作
り
や
、
年
二
日
程
度

の
夫

婦
旅
行
な
ど
、
健
康
で
退
屈
を
し
な
い
人
生
を

ｔ
．
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過
ご
し
て
い
ま
す
。

◇
　
一・同
須
賀
　
明

　

（重
信
町
）

第
二
の
職
場
を
退
職
後
、
町
内
の
役
員
を
幾

つ
か
お
お
せ

つ
か
り
、
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

健
康

の
た
め
四
五
ア
ー
ル
の
農
地
に
水
稲
、

麦
栽
培
と

一
通
り
の
農
業
を
し
て
い
ま
す
。

合
間
を
見
て
好
き
な
ゴ

ル
フ
、
釣
り
と
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
四
月
か
ら
移
動
電
話
基

地
局
建
設
の
用
地
折
衝
で
、
車

の
走
行
距
離
が

八
万
キ

ロ
。
月
平
均

一
件
の
ノ
ル
マ
達
成
も
難

し
く
、
そ
の
困
難
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

五

一
年
間
に
わ
た
る
電
気
通
信
と
の
係
わ
り

も
、
も
う
引
退
か
な
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
谷
田
　
洋
子

　

⌒室
戸
市
）

皆
様
お
元
気
で

い
ら

っ
し

ゃ
い
ま
す
か
。
会

報
を
楽
し
く
拝
見
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

集
約

の
た
め
停
年
よ
り
や
や
早
く
退
職
し
て

七
年
近
く
に
な
り
ま
す
が
、
お
蔭
様
で
、
趣
味

と
地
域
の
婦
人
会

の
お
手
伝
い
等
、
楽
し
み
な

が
ら
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

今
は
、
八
八
才
に
な
る
母
を
日
夜
世
話
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
は
、
旅
行
も
出
来

そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、　
一
日

一
目
を
大
切
に

過
ご
し
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
も
ど
う
ぞ
何
時
ま
で
も
お
元
気
で
。

◇
　
玉
置
　
秋
義

　

（松
山
市
）

退
職
後
は
割
合
元
気
で
、　
一‐臨
時
雇

・
を
務

め
る
な
ど
し
て
い
ま
し
た

）^
六
三
年

一
月
か
ら

松
山
支
店
の
オ
ー
ダ
ー
発
行
業
審
靖
負
を
行
い

ま
し
た
。

平
成
七
年
八
月
、
白
血
球
減
少
の
病
気
に
な

り
人
院
し
ま
し
た
。
当
初
は
無
菌
室
で
加
熱
食七

の
き

つ
い
状
態
で
し
た
。
命
は
何
時
ま
で
か
、

請
負
の
仕
事
が
遂
行
で
き
る
か
な
ど
心
配
し
ま

し
た
。
病
状
は
早
め
に
落
ち
着
き
ま
し
た
が
、

退
院
は
翌
八
年
七
月
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
四
週
に

一
回
通
院

・
検
査
を
し
て

お
り
ま
す
。
見
か
け
は
元
気
で
す
。

◇
　
田
村
　
梅
男

　

（松
山
市
）

公
社
を
退
職
し
て
か
ら
四
国
通
信
産
業
ｍ

へ
。

早
い
も
の
で
、
こ
こ
も
退
社
し
町
内
会
の
役
員

を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
後
進
に
ま
か

せ
、
現
在
は
学
園

へ
行
き
、
郷
上
の
歴
史
を
勉

強
し
て
お
り
ま
す
。

何
を
す
る
に
も
健
康
が
第

一
で
す
。
皆
様
も

健
康
に
注
意
さ
れ
、
今
後
の
人
生
を
元
気
に
お

過
ご
し
下
さ
い
。

◇
　
露
口
　
浩
子

　

（松
山
市
）

退
職
後
、
三
年
半
介
護
し
た
寝
た
き
り
だ

っ

た
母
も
、　
一
〇
年
前
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

当
時
の
福
祉
事
業
の
貧
弱
さ
を
身
を
も

っ
て

体
験
し
ま
し
た

（今
も
決
し
て
充
実
し
て
い
る

と
は
言
え
ま
せ
ん
け
ど
…
）。
妹
達
も
応
援
し
て

く
れ
ま
し
た
が
、
殆
ど

一
人
で
頑
張
り
ま
し
た
。

少
し
頑
張
り
す
ぎ
て
、
す

っ
か
り
腰
を
痛
め
て

し
ま
い
、
今
は
、
日
々
病
院
通
い
で
治
療
を
受

け
て
い
る
状
態
で
す
。

少
し
で
も
良
く
な

っ
て
、
介
護
の
経
験
を
生

か
せ
る
お
仕
事
で
も
出
来
る
よ
う
に
な
れ
ば
よ

い
の
に
と
願

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
富
平
　
盲
一｛澄

　

（藍
住
町
）

昭
和
六
三
年
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
て
九
年
が

経
過
し
ま
し
た
。

そ
の
間
に
、
住
友
海
上
や
そ
の
他
で
計
七
年

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
経
て
、
昨
年
、
社
会

保
険
労
務
士
事
務
所
を
開
業
し
ま
し
た
。

目
下
、
年
金
相
談
員

（小
松
島
郵
便
局
）
、

貯
蓄
相
談
員

（郵
政
省

・
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン

タ
ー
）
等
の
仕
事
を
通
し
て
、
主
と
し
て
中
高

齢
者

へ
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
作
成
や
生
活
防
衛
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

手
続
き
業
務
の
過
程
で
、
依
頼
主
や
各
官
庁

と
の
接
触
が
あ
り
、
日
々
刺
激
を
得
て
い
ま
す
。

◇
　
流
　
徳
太
郎

　

（松
山
市
）

退
職
後
、
第
二
、
第
二
の
職
場
で
働
く
こ
と

の
で
き
た
幸
せ
に
感
謝
し
、
今
は
、
町
内
会
及

び
お
官
の
お
世
話
を
元
気
で
務
め
て
い
ま
す
。

町
内
で
組
織
さ
れ
た

「
み
ど
り
会
」
で
は
、

公
園
の
清
掃
や
石
手
川
堤
で
の
コ
ス
モ
ス
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

町
内
の

「
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」
は
、
第

一
日
曜

日
が
例
会
で
、
下
手
な
が
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

趣
味
と
健
康
で
は

一
日
万
歩
を
心
掛
け
、
蜜

柑
の
花
香
る
瀬
戸
風
峠
を
散
策
す
る
ほ
か
、
毎

週
、
公
民
館
で
は
地
域
の
方
と
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
プ
ラ

ザ
で
は
Ｏ
Ｂ
の
良
き
碁
敵
と
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

◇
　
中
塚
　
正
昭

　

（高
松
市
）

退
職
後
、
第
二
の
職
場

（ビ
ル
の
設
備
管
理
）

に
就
職
し
て
、
毎
日
退
屈
し
な
い
で
仕
事
を
し

て
お
り
、
何
時
の
間
に
や
ら
七
年
間
の
歳
月
が

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

仕
事
の
都
合
で
、
毎
月
の
Ｏ
Ｂ
ゴ
ル
フ
は
半

分
位
欠
席
。
四
国
八
八
ヵ
所
も
ま
だ

一
巡
で
き

な
い
で
い
ま
す
。

二
人
の
息
子
は
ま
だ
独
身
。
妻
と
二
人
で
元
気

に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

フ
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▼

元
来
、
機
械

い
じ
り
が
好
き
な
も
の
で
、
今

の
仕
事
は
趣
味
の
よ
う
な
も
の
か
な
？
元
気
な

間
は
こ
の
仕
事
を
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。

◇
　
西
尾
　
博
幸

　

（高
松
市
）

七
〇
才
に
後

一
年
。
頭
は
自
く
薄
く
な

っ
て

も
、
朝
起
き
づ
ら
い
か
ら
若

い
と
思

っ
て
い
る

の
は
、
た
だ
の
ズ
ボ
ラ
で
し
ょ
う
ね
。

退
職
直
後
に
念
願
の
北
海
道
旅
行
で
妻
を
喜

ば
せ
た
が
、
そ
の
後
は
再
就
職
な
ど
で
、
小
旅

行
程
度
。
若
い
う
ち
に
東
北

へ
行
き
た
い
な
と

思

っ
て
い
ま
す
が
、
近
く
に
住
む
孫
が
毎
日
の

よ
う
に
来

て
い
る
の
で
、　
一
週
間
も
会
え
な
い

と
寂
し
く
な
い
か
な
と
思
案
中
の
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
西
村
　
計
亀

　

（上
佐
清
水
市
）

退
職
し
て

一
三
年
の
歳
月
が
流
れ
、
本
年
五

月

一
日
付
に
て
手
帳
を
手

に
し
、
も
う
こ
の
様

な
年
齢

に
な

っ
た
の
か
と
‐

体

に
は
自
信
が
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
の
検

診
に
て
腎
臓
に
石
が
あ
る
の
が
分
か
り
、
最
新

技
術
の
方
法
と
薬
で
、
切
腹
を
せ
ず
に
除
去
出

来
ま
し
た
。
現
在
は
膝
が
少
々
油
切
れ
の
状
態

に
て
、
毎
日
四
〇
分
余
り
歩

い
て
い
ま
す
。

退
職
後
は
時
間
的
に
自
由
で
す
の
で
、
地
域

の
観
光
振
興
な
ど
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
、

高
知
県

ハ
イ
ヤ
ー
協
会
副
会
長
を
、
ボ
ケ
防
止

の
た
め
、
ボ
チ
ボ
チ
や

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
松
崎
七
五
三
登

　

（松
山
市
）

十
年

一
昔
。
退
職
し
て
早
く
も

一
二
年
。
そ

の
間
、
山
登
り
や
運
動
に
熱
中

の
あ
ま
り
、
膝

関
節
を
痛
め
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
り

ま
し
た
。

東
京
の
専
門
医
で
手
術
し
て
回
復
。
今
で
は

健
康
維
持
の
た
め
、
近
く
の
公
園

へ
の
散
歩
を

目
課
と
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
ボ
ケ
防
止
に
愛
媛
古
文
書
研
究
会
や

伊
予
史
談
会

に
入
会
。
古
文
書
解
読

に
頭
を
悩

ま
せ
な
が
ら
歴
史
を
学
び
、
史
実

の
深
さ
に
韓
一

斗
一ら

れヽ
て
い
す
■
９
。

余
生
は
健
康
で
明
る
く
過
ご
し
た
い
と
、
妻

と
二
人
の
生
活
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

◇
　
宮
崎
美
智
子

　

（高
松
市
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
誕
生
の
年

に
退
職
し
て
早

一
二
年
。

健
康
維
持

の
た
め

一
ふ
る
さ
と
を
歩
く
会

」

に
入
り
、
県
内
外
の
名
所
旧
跡
を
訪
ね
て
歩
き
、

そ
の
土
地
の
自
然
と
歴
史
に
触
れ
て
い
ま
す
。

近
く
に
あ
り
な
が
ら
、
今
ま
で
素
通
り
し
て

い
た
栗
林
公
園
に
も
よ
く
足
を
運
び
、
四
季
お

り
お
り
の
自
然
の
美
し
さ
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
編
み
物
を
始
め
て
、
娘
や
孫

に
セ
ー

タ
ー
等
を
編
み
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
次
の
作
品

は
ど
の
よ
う
な
模
様

に
し
よ
う
か
な
あ
と
思

い

描
く
、
今
日
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
八
木

　

一
尭

　

（大
西
町
）

六
三
年
に
退
職
。
子
供
二
人
も
既
に
巣
立
ち
、

今
は
妻
と
二
人
暮
ら
し
。
幸

い
こ
れ
と
い
っ
た

持
病
も
な
く
、
人
並
み
な
が
ら
健
康
維
持

の
た

め
、
無
理
の
な
い
程
度
で
の
野
菜
作
り
と
バ
ラ

作
り
に
汗
を
流
し
て
い
る
。

ま
た
、
家
が
海
浜
に
あ
り
、
好
天
の
日
は
小

舟
で

の
沖
釣
り
を
楽
し
ん
で

い
る
。
お
蔭
様
で
、

野
菜
と
魚

（夏
と
秋
は
ベ
ラ
。
冬
と
春
は
カ
サ

ゴ
、
メ
バ
ル
が
主
）
は
自
給
自
足
で
家
計
に
寄

与
し
、
そ
の
分
が
晩
酌
に
回

っ
て
い
る
。

限
り
あ
る
収
入
。
貧
賤

に
あ
り
て
は
貧
賤

に

行
う
ほ
か
あ
る
ま

い
。

◇
　
吉
田
　
重
男

　

（善
通
寺
市
）

退
職
後
九
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
何
と
か
元

気
で
い
ま
す
。
こ
の
間
、
平
成
六
年
に
肝
臓
の

手
術
を
し
、
術
後

の
化
学
療
法
等
を
合
め

一
一

ヵ
月
に
及
ぶ
入
院
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

昨
年
四
月
よ
り
、
好
き
な
ゴ

ル
フ
も
八

一
会

等
、
月

に
二
、
三
回
は
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

酒
の
方
は
、
ド
ク
タ
ー
ス
ト

ッ
プ
で
、
飲
め

な
く
な
り
寂
し
い
か
ぎ
り
で
す
が
、
命
と
の
天

秤
で
は
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
　
ァ
‐一
の
頃
ゴ

ル

フ
に
見
え
ん
な
あ
―
」
と
な
ら
な
い
よ
う
、
何

時
ま
で
出
来
る
か
頑
張
り
た
い
も
の
で
す
。

◇
　
脇
谷
　
政
枝

　

（高
松
市
）

退
載
し
て

一
二
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
主
人
と

一
緒
に
花
作
り
で
も
と
思

っ
て
い
た
時

に
、
現

役
時
代
か
ら
の
腎
臓
病

の
た
め
、
平
成
四
年
か

ら
透
析
を
す
る
こ
と
に
な
り
、　
一
週
間
に
三
回
、

日
赤

へ
通
院
し
て
い
ま
す
。

透
析

に
つ
い
て
は
、
何
も
知
ら
な
く
て
不
安

で
し
た
が
、
今
は
自
分
で
少
し
は
自
主
管
理
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
、　
一
泊
の
旅
行
と
か
シ

ョ

ッ
ピ
ン
グ
に
行

っ
た
り
し
て
、　
一
日

一
目
を
大

切
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。◇

。
前
号
の

一
〇

ペ
ー
ジ
、
山
形
泰
生
氏

の
原
稿

中
、　
一
〇
段
と
あ
り
ま
す
部
分
を
十
段
に
訂
正

願
い
ま
す
。
な
お
、
以
下
の
方
は
次
号
と
な
り

ま
す
。
原
稿
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ｏ

石
川
キ
ミ
ヱ
様
、
樋
日
巧
様
、
香
西
正
夫
様
、

宮
川
喜
美
枝
様
、
中
川
繁
昭
様
、
片
岡
利
彦
様
、

中
村

一
也
様
、
日
和
佐
廣
昭
様
、
山
口
須
磨
子

様
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第99号 四 国 電  友 △
本

こんにちは

テルウェルです

多彩な行事を各地で !

テルウェルて |ま 、平成 9年度もOBの皆様とご一緒に、「いきいきとしたOBラ イフJを と
の方針のもとに、各県において多彩な行事を計画しています。お気軽にご参加下さい。

行 事 予 定 日 時 場 所 備 考

第 3回 OBいよ大学講座
第 4回   同上
第 5回   同上
第 6回   同上
第 7回 同上 (閉講式 )

7月 10日 1木 13:30‐ ‐

9月 11日 |■ 13:30-
10月 9「 ]1本113:30-´

11月 13日 1本 13:30-
12月 4日 1木113:30-´

愛媛県生活文化センター 久万美術館  松岡館長
大洲1史談会  村上lal事
阿波踊り   姓億連長
NTT松 山病院石戸谷院長
空無我堂   村上堂主

文化展 (余技作品展 ) 9月 10日 1水|^-16日 1火 | ショー トステイ愛松園 搬入は9月 9日

家庭介護者教室 9月 予定 総合社会福社会館

男の料理教室 1月 22日 1湘 13:30～ 愛媛県生活文化センター

ゲー トボール四国大会 9月 予定 松山市

囲碁四国大会 9月 予定 高知市

家庭介護者交流会 11月 予定 松山市

ボランティアグ
',一「
'二三■三圭 1月 予定 松山市

行 事 予 定 日 時 場 所 備 考

tt言
==≡

8月 予定 サン・イレブン高松

第 2回男の料理教室
第 3回  同上
第 4回  同上

8月 27日 例0

10月 予定

2月 予定

高松市民文化センター

第 2回園芸教室

第 3回  同上
第 4回   同上

8月 予定

10月 予定

2月 予定

サ ン イレブン高松

美観 。芸術探訪 10月 予定 広島方面

家tr■ミ言
==

10月 21日 (火 ) サン・イレブン品松

OBゴ ルフコンペ 11月 予定

OB作品展 高松市美術館

県媛愛

県香

▼

―- 12 -―



第99号 四 国 電 友 会

徳   島   県

一丁 事 予 定 日 時 場 所 備 考

第 2回 OB大学講座
第 3回  同上
第 4回   同上

7月 21□ 嘱|

10月 23日 い0

3月 予定

徳島市中央公民館

・・・」波観光ホテル

池田町

福島住職

松森茂先生

余技作品展 10月 22日 因～24日 0 あわぎんプラザ

家庭介護者教室 11月 下旬予定 徳島市中央公民館

OB俳句大会 12月 上旬 NTT徳 島支店

ゲー トボール大会 3月 下旬 鮎喰川河川敷コー ト

庭木剪定教室 3月 下旬

高   知   県

イテ 事 予 定 日 時 場 所 備 考

川柳教室 7月 予定 高知市

園芸教室 7月 予定 土佐市

高齢運転適正講座 7月 予定 伊野町

第 1回女性料理教室

第 2回   同上
第 3同   同上

7月 予定

9月 予定

11月 予定

高知市

高知市

高知市

文化講演会

同上

7月 予定

12月 予定

須崎市

高知市

ボランティア清水市発足会 7月 予定 土佐清水市

第 1回男性料理教室

第 21司   同上
8月 予定

10月 予定

高知市

高知市

第 1国家庭介護者教室

第 2回   同上
第 3回   同上

9月 予定

9月 予定

9月 予定

高知市

安芸市

土佐清水市

第 1回史跡めぐり

第 2回  同上
10月 予定

10月 予定

中村市

高知市

第 2回 OBゴ ルフコンペ 10月 予定 高知市

OB余技作品展 11月 予定 高知市

NTT OBセ ンタ 4県拡大軌道に乗る !

平成 6年度に、愛媛中予地区でスター トしたN T TttBセ ンタ業務も、 8年度から、香川、

徳島、高知へ拡大 し、四国全域のOBの皆さんを対象とする体制が出来ました。

働 く意思があって、センタヘ未登録の方は、是非下記へご一報下さい。

愛媛県担当 089-934-7335  香川県担当 0878-22-5151
徳島県担当 0886-52-6320  高知県担当 0888-83-4141

―- 13 -―
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第99号 友国四 電 会

松
山
話
友
会
民
踊
部山
下
　
里
江

（松
山
市
）

話
友
会
民
踊
部
が
で
き
て

一
八
年
が
過
ぎ
、

来
年

（平
成

一
〇
年
）

一
〇
月
に
は
、
二
〇
周

年
を
迎
え
ま
す
。

現
在
、
会
員
は

一
六
名
で
、
毎
週
水
曜
日
と

第
二

。
第
四
金
曜
日
に
、
全
国
各
地

の
民
踊
を

楽
し
く
踊

っ
て
い
ま
す
。

毎
年
二
月
に
は
、
私
達
の
所
属
す
る

一
愛
媛

民
踊
指
導
者
連
盟
」
の
研
究
発
表
会
が
開
催
さ

れ
、　
一
年
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

電
友
会
四
国
地
方
本
部

の
総
会
で
は
、

「
伊

予
万
才
」
を
披
露
し
、
愛
媛
電
友
会

の
総
会

に

も
招
待
さ
れ
、
民
踊
を
踊

っ
て
い
ま
す
。

勿
論
、
話
友
会
総
会
で
も
発
表
致
し
ま
す
。

ま
た
、
年
間
、
二
、
三
回

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
、
施
設
な
ど
も
訪
問
し

て
い
ま
す
。

人
前
で
踊
る
こ
と
に
は
、
多
少

の
緊
張
感
を

伴

い
ま
す
が
、
こ
れ
が
練
習
の
励
み
と
も
な
り

ま
す
し
、
年
を
取
ら
な
い
秘
訣

に
も
な

っ
て
い

る
？
て
は
な
い
か
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
で
、
和
気
あ
い
あ
い
と
、

何
時
ま
で
も
楽
し
く
踊
り
続
け
た
い
と
願

っ
て

い
ま
す
。

資
材
部
Ｏ
Ｂ
会

西
岡
視
乃
武

（松
山
市
）

去
る
二
月

一
五
日
、
元
四
国
電
気
通
信
局
資

材
部

（
二
番
町
木
造
庁
舎
以
前

の
在
職
者
）
の

方
を
対
象
に
、
番
町
会
館

に
於
い
て
Ｏ
Ｂ
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

当
会
は
、
平
成
四
年
か
ら
毎
年
行

っ
て
お
り
、

本
年
で
六
回
目
、
年
毎
に

一
人
減
り
二
人
減
り

し
て
、
今
回
は
二
九
人

（内
女
性
四
人
）
が
集

ま
り
ま
し
た
。

先
ず
何
よ
り
も
会
え
た
こ
と
が
懐
か
し
く
、

在
職
当
時
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
お
互
い
の

健
闘
ぶ
り
や
脱
線
ぶ
り
を
讃
え
合

い
、
出
席
者

全
員
が
老
人
手
帳
を
も
ら
う
年
代
と
な

っ
て
、

悲
哀
も
ち

ょ
っ
ぴ
り
感
じ
な
が
ら
、
老
男
女
の

集
ま
り
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
若
や
い
だ
雰
囲
気

が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

再
会
を
約
し
て
散
会
し
ま
し

帰
ら
れ
た
か
な
と
心
配
し
た
の

年
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。

は たヽ
が
お
｀

互 無
い事
に |こ 1:崚 バ■嗜  t4資 ll劇:● 3会 1成 り年 31髯 15,  ll・ I ttI会 難

埼玉県民謡 :秩父音頭・和楽踊り (H7 319)
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第99号 四 国 電 友 会

俳
　
句

（香
川
）

赤
　
井

落
椿

一
つ
ベ
ン
チ
に
休
み
を
り池
　
田

留
守

の
庭
満
天
星
の
花
散
り
し
け
り

河
　
端

麦
秋
の
真

っ
た
だ
中
や
う
ど
ん
店
竹
　
内

静
か
な
る
流
れ
映
え
て
杜
若
谷
　
條

噴
水
の
霧
に
浮
か
び
し
花
菖
蒲土
　
居

紫
陽
花
の
下
行
く
鴨
の
雛
連
れ
て

中
　
山

遠
出
し
て
河
原
に
遊
ぶ
雀
の
子東
　
原

藤
棚
を
飛
び
交
う
蜂
の
羽
音
か
な
〓
一　
井

共
生
の
古
巣
を
守
り
て
芽
吹
き
け
り

森

こ
の
あ
た
り
昔
蝋
叫
の
住
み
し
と
こ

横
　
田

蛍
火
の
舞
ふ
に
は
闇
の
ま
だ
浅
く

川
　
柳

（香
川
）

香

西
　
ツ
ル
子

老
妻
ば
か
り
い
き
い
き
と
し
て
温
泉
地

森
　
安
　
文
　
子

ゲ
ー
ム
終
了
み
ん
な
優
し
い
顔

に
な
る

▽
創
刊

一
〇
〇
号
を
記
念
し
て
、
俳
句
、
川
柳

を
募
集
し
ま
す
。
一
人

一
句
。
皆
様
か
ら
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
／
切
は
八
月
末
日
で
す
。

次
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
心
か
ら
ご
冥
福

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

宇

和
川
幹

夫
様

渡
部
義
綱
様

市
川
文
夫
様

東
　
年
雄
様

猪
谷
嘉
夫
様

二
官
基
行
様

久
保
哲
男
様

築
山
　
関
様

西
田
忠
雄
様

一一「̈
一
‐

一二
一一．一

一
一

一

一
・
´

一
一
．
（

一
一
一
一

一

一」

．
（

一一
一一
一
一
　

一
一
・一
（

一
Ｆ

一

〓

．
一

一

一
一一
一
一一一
一
一
一
一
一

〓

）・（

一

・
一
一〓、
一
Ｆ．（

一一・一・・

一二

一一́
一一一
．一一

三

一

氏

９

ｏ

５

ｏ

２７

９

●

５

ｏ

２３

９

ｏ

５

ｏ

ｌ８

９

ｏ

５

ｏ

ｌ８

９

・

５

ｏ

ｌ８

９

ｏ

５

ｏ

ｌ０

９

●

４

・

２７

９

●

４

●

１９

９

●

４

ｏ

ｌ７

９

・

３

●

２９

９

ｏ

３

●

１７

８

ｏ

ｌ２

・

２８

死
亡
年
月
日

71
享
年

松
　
　
山

松
　
　
山

徳
　
　
島

八

幡

浜

県
　
　
外

宇

和

島

昔同
　
　
松

松
　
　
山

阿
　
　
南

吉同
　

松

音向
　
　
知

昔同
　
　
知

観

音

寺

伯
　
　
方

音同
　
　
松

地
　
　
区

▼
テ
ル
ウ

ェ
ル
四
国
支
部
で
は
、
次
の
番
号
に

よ
り
、
訃
報
等
を
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。

〇

一
二
〇
―
四
七
―
二
九
四

一

（無
料
）

「
涼
」
　
　
　
　
白
石
　
　
悟

（松
山
市
）

暑
中
、
涼
を
求
め
白
猪

の
滝
を
目
指
す
。
ド

ラ
イ
ブ

一
時
間
弱
。
急
坂
を
ゆ

っ
く
り
、
樹
間

に
聞
か
れ
る
滝
の
音
が
涼
を
呼
ぶ
。
流
れ
は
高

く
、
白
く
、
し
ぶ
き
は
霧
と
な
り
、
い
つ
し
か

暑
さ
は
去

っ
た
。

▽
民
営
化
後

一
二
年
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
在
り
方
問
題

に
、
や

っ
と
決
着
が
着
き
ま
し
た
。
二
年
後

の

再
編
成

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

▽
次
号
は
、
少
し
ボ
リ

ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
た
第

一
〇
〇
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。

一
　

近
況
短
信

（
二
百
字
程
度
）

一
一　
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

〓
一　
サ
ー
ク
ル
の
活
動
状
況
等

（写
真
可
）

／
切
は
八
月
末
日
で
す
。
会
員
多
数
か
ら
の

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

四
国
電
友
会
会
報
　
第
九
九
号

平
成
九
年
七
月

一
日

編
集
発
行
　
一嘔
友
会
四
国
地
方
本
部

松
山
市

一
番
町
四
ノ
三

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
支
社
内

電
話

呂
兌
死
員
―

〓
ニ

印
　
　
刷
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
一電話
帳
株
式
会
社

唯
　
好

治
　
豊菫

ユ
正

昭
　
平

松
太
郎

忠
　
彦

シ
ズ
子昭

登
士
夫浩

―- 15 -―
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埒 ル

OO OO
△ △ △ △ (Aばこ)

個人の名前

お店や会社の名前
00商店
△▲ホテル

==締

電話帳の

後半のべニジは

黎覺聰

現在、ハEl―ベージのお名前1よ、お店・会社や個人のBljなく、カタカナ。ひらかな。漢字などの文字種類
の順で並べていますが、ニュー八El―ページでは

●「 企 業:1三」 (お店や会社の名前によるもの)

●「 健]A名 J(個人の名繭や、個人の名蒻のあとに職業名がつもヽてしヽるもの)
に区分して、市町村別の50音腹に並べま魂
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